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【要約】!

田中：瀬戸内サーカスファクトリー代表の田中と申します。まずはこのテーブルのネットワーキ
ングをする事になった背景、目的についてお話しします。ここに日本の地図を用意しました。地
図上に自分が知っている、または、自分が関係したこれまでの公演や創作の名前を、それらが実
施された場所に書き入れました。私がミーテ
ィングを進めている間に、テーブルの皆さま
には日本各地で現代サーカス公演や創作を行
われた実績を地図上に書きこんでいただけれ
ばと思います。 

それではまず、私たち瀬戸内サーカスファク
トリーの紹介をしたいと思います。瀬戸内サ
ーカスファクトリーは、オリジナルの現代サ
ーカスの作品制作を軸に、アーティスト、テ
クニカルスタッフなどの人材育成まで、現代
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サーカス発展のための取り組みを総合的に行っている団体です。四国の高松にベースを置いてお
ります。 

なぜこの時期に現代サーカスのネットワークを提案するかというと、この２，３年、国内で現代
サーカスをプロデュースする劇場やフェスティバルが増えてきたという状況があり、今がネット
ワーキング発足の時期なんだろうと思います。まずひとつには、海外から作品を呼ぶときに、ネ
ットワークがあった方がコストをシェアできます。そして２つめの理由は、もっとチャレンジン
グですが、アーティスト・イン・レジデンスのネットワークを日本に作っていきたいという事な
のです。日本での作品を作る活動が始まっていかないと、「日本の現代サーカス」は生まれてこ
ないということで、AIR が大変重要だと思います。 

では、国内で招聘されたショウの実績についてお話しを聞いていきます。まず、世田谷パブリッ
クシアターの酒井さんです。!

!

酒井：世田谷パブリックシアターは、世田谷区の公共劇場として１９９７年にオープンして地域に
根差した活動を続けています。劇場を含む、世田谷文化生活情報センターを運営するせたがや文化財
団と近隣の商店街でオーガナイズしている「三茶 ,- 大道芸」というフェスティバルがありまし
て、その中で、サーカス・大道芸のカンパニーをたくさん紹介してきました。主に屋外で大道芸
を紹介させていただく事が多いのですが、最近は意識的に劇場の中でも現代サーカスのショウを
見せていこうという事で、昨年は「カンパニー./ 」というフランスの現代サーカスのカンパニ
ー、その前の年もフランスから「カンパニーデフラクト」というジャグリングのカンパニーを招
聘しました。来年度については、スウェーデンの「サーカスシルクール」というカンパニーを招
聘する予定です。 

劇場とフェスティバルの資料を持って来たので、もしご興味ある方いたらどうぞ。!

!

田中：高知県立美術館の藤田館長です。!

!

藤田：高知県立美術館の藤田です。サーカスに対しては以前から舞台芸術としての違和感がな
く、２０年くらい前にドイツのベルリンキンダーサーカス "$0123$ の公演をしました。その後
サーカス公演の機会がなかったのですが、久
方ぶりに「カンパニー./ 」の公演を世田
谷、高知、福岡で実現することができまし
た。ここ数年サーカスの公演を海外のフェス
ティバルで積極的に見ています。「シルクア
ルフォンス」（45678-!$9:;<=- ）なども面白
いカンパニーだと思います。日本で紹介した
いカンパニーが見つかった時には、高知でも
上演をしたいと考えています。予算の関係で
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１年間にそんなに多くは招聘できないので、共同で招聘できるパートナーがいればと思っていま
す。!!

!

田中：フェスティバルトーキョーの砂川さん。!

!

砂川：砂川と申します。フェスティバル東京は、毎年東京で開催される国内最大級のフェスティ
バルです。今まではサーカスを招聘した実績は無いですが、サーカスに凄く興味がありまして、
２，３年ずっと探していて、できればやってみたいなと思っています。!

!

田中：東京芸術劇場の高萩副館長。 
 
高萩：東京芸術劇場では、フランスのアーティスト、カミーユ・ボワテルと日本人伝統音楽奏者
とのサーカス創作をプロデュースします。この作品を日本やフランスでツアーができればと考え
ております。また、これは劇場内だけでなく、オープンスペースでも演じることが可能です。!

!

田中：実は、アジアでもサーカスネットワークが立ち上がろうとしています。2017 年 12 月にソ
ウル市ストリートアート創造センターが声掛けし、アジアネットワークの立ち上げが提案されま
した。ですので、この日本ネットワークを立ち上げと同時に、アジアのネットワークに参加した
いという方があれば、表明をしていただけたらと思っています。!

!

田中：後半はフリーディスカッションで、質問をしていただけたらと思っていますが、まず、日
本のサーカスとは、あるいはアジアのサーカスとは、という事を考えたいと思います。海外から
作品を呼ぶことはできると思うのですが、そもそも日本のコンテンポラリーサーカスとは、アジ
アのコンテンポラリーサーカスとは、というアイデンティティがある程度ないと、本当の意味で
の交流にはならないと思います。ヨーロッパにはヨーロッパのコンテンポラリーサーカス、サウ
スアメリカのサーカス、カナダのサーカス、北アフリカのサーカスとか、やはり世界をゾーン分
けしたときにそれぞれの特徴があると思います。アジアで言うと、カンボジアとベトナムは、そ
ういうカラーのあるサーカスができているな
と思うんですが、日本に関してはじゃあどう
なのかていうところを問題提起しながら、こ
れからの日本のコンテンポラリーサーカスを
考えるべきじゃないかと思います。!

!

田中：質問や補足がある方はいますか？高知
県立美術館の松本さんいかがでしょう。!

!

松本：高知県立美術館の松本と申します。去
年から高知で勤め始めまして、初年度、「カ
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ンパニー./ 」の招聘を、世田谷さんとご一緒させていただいたのですが、とにかく私たちにも現
代サーカスを呼ぶには、どんなことが必要なのか、その知識が無いというところです。!

!

田中：パリの北部にあるラヴィレット公園というところの、サーカス部門の責任者でいらっしゃ
います、ラファエラ・ベナーティさんがみえていますので、ラファエラさんにもご意見を伺いた
いと思います。 
 
ラファエラ：まず、日本のサーカスアーティストについてはあまり情報が無くて、ジャグラーに
ついては、ARATA URAWA さんがサーカスで世界的に著名なコンクール「Cirque de Demain」で
銅賞をとった事とか、今かなりヨーロッパで回っている、渡邊尚さん、という名前は知っていま
すが、それ以外はあまり知りません。国際大道芸サーカスネットワーク・シルコストラーダで
は、情報の共有と情報交換を活発に行っており、重要なのは、公的な機関に対して、なぜサーカ
スをサポートしなければならないか、どのような意味があるのかを事をきちんと説得できる材料
を用意しなければならない。そういうところに非常に力を入れています。それから、フランスや
ヨーロッパで言えば、やはり最も大事なのはサーカス学校ですね。!

シルコストラーダネットワークがどうやって生まれたかについても、付け加えたいと思います。
最初のうちは今の日本の状況と変わらなくて、ヨーロッパ数カ国の何人かのプログラマー達が集
まって、自分達の問題点について語ったりしていて、そのうちに、必ずどこかのフェスティバル
で定期的に会うようになって、フランスのオール・レ・ミュールという国立大道芸サーカス情報
センターにオフィスが移って、公的な予算が組まれるようになってから本格的に活動が広まって
きたので、最初は本当にインフォーマルな場だったのです。!

!

田中：皆さま、ありがとうございました。時間もきましたので、このあたりで終わりたいと思い
ます。 

 
＜福岡市文化芸術振興財団、菅原力さんより資料の参加＞ 

◆団体について 

財団は福岡市の外郭団体として 1993年 3 月に設立。福岡市の外郭団体として、市からの
補助金が主な財源。現在、管理・運営する劇場・音楽堂はないため、都度市の施設などを
借りて事業を実施している。福岡市は 150万人を越える都市に成長し、年々インバウンド
が急増しているものの、公共の拠点施設がないのが現状。2023年に新たな市民会館が開
館するが、創造型拠点施設を目指した基本構想から大きく外れ、現計画では貸し劇場に移
行している。また、事業者は PFI方式によって選定され、弊財団が指定管理者になる予定
はない。 
 
◆現代サーカスの公演について 

2017年 10月 15日にカンパニーXY「夜はこれから」を東市民センター「なみきホール」
にて実施。世田谷パブリックシアター・高知県立美術館と地域創造連携プログラムの助成
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を得た。来場者は 1 回公演 670名で入場率は 95%、という注目度の高さを伺える反応だっ
た。また市内小学校 5 校へアウトリーチを行い、全 8 回 368名の参加でした。予算規模は
850万ほど。現代サーカス公演を弊財団で実施するのは初だった。助成金がなければ弊財
団の自力では成立できないこともあり、場所がないことも大きな課題。 
 
◆ニーズについて 

シルクドソレイユが例年、福岡公演を実施しています。博多駅からほど近い「キャナルシ
ティ」でも実施実績はある。XY の実績から、肌感覚ですが、福岡と現代サーカスはとて
も相性がいいように思える。市中心地で野外のジャズフェスティバルや音楽フェスティバ
ルなど、無料で楽しめるフェスティバルができればベスト。弊財団としては、XY のよう
に舞台装置として身軽なもの、ワークショップを組み合わせるものであれば事業展開の可
能性はある。時期としては 9 月～12月でしょうか。もちろん地域創造など助成金の獲得は
必須。 
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